
 

 熱中症対策レポート 2019        2019.10.4 

ポイント 

１）WBGT計を導入しました 
２）熱中症対策キットを貸し出しています 
３）熱中症が疑われる傷病者が 2018年に比べて半減しました 

 
国立赤城青少年交流の家では、熱中症発生の予防と発生時の円滑な対応を図り、 
利用者および職員の健康を守るために、熱中症対策に取り組んでいます。 

 
取組① 
WBGT値の計測と掲示 

 取組② 
熱中症対策キットの貸出 

 取組③ 
夕べのつどいでの対応 

 
WBGT計を新たに導入し、つどい
の広場で WBGT 値を計測して 
玄関掲示板に掲示しました。 
 

 

  
経口補水液と冷却剤をセットした
熱中症対策キットを用意し、必要に
応じて貸出を行いました。 

 

 

  
16時の WBGT値が 28℃を超える
日は、夕べのつどいを中止し、  
休養のための時間としました。 
 

 
 

今年度の取組の成果 
 

熱中症予防強化月間である 7月 1日から 
8月 31日の利用団体について、 
熱中症が疑われる傷病者の発生数が 
2018年度の約半数に減少しました。 

 
 

【お問合せ先】国立赤城青少年交流の家 TEL 027-289-7224 URL https://akagi.niye.go.jp/ 
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